
渋滞対策箇所の効果確認

平成２７年１０月３０日

主要渋滞箇所の効果確認結果
主要渋滞箇所の見直し
圏央道の開通による効果
その他事業による主要渋滞箇所の効果

資料４

第 １５ 回 神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会



ボトルネック協議
会特定箇所

パブリックコメント
特定箇所

合計

直轄 57 49 106

直轄以外 117 188 305

合計 174 237 411

直轄 10 2 12

直轄以外 10 11 21

合計 20 13 33

主要渋滞箇所
（特定時）

今回のモニタリン
グ（H26.1-12）で
基準値を上回った
箇所
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３.最新の交通状況による分析

高速道路

一般国道（直轄）

一般国道（上記以外）

上記以外の道路

道路種別

最新データ（H26.1～H26.12）で基準値を上回る箇所のうち
事業による影響が推察される箇所（9箇所)

凡例

指標① 平日昼間12時間の平均旅行速度
【基準値 20km/h】

指標② 平日昼間12時間（7～18時台）のピーク時速度
【基準値 10km/h】

指標③ 休日5％タイル速度
【基準値 10km/h】

圏央道（海老名IC～相模原愛川IC）

開通時期：H25.3.30

４ 渋滞対策箇所の効果確認

○神奈川県内では、事業実施により、金田、妻田、早川、関口中央、つきみ野入口、小谷、(仮)鶴松バ
ス停、一本松、東海道の9箇所で、渋滞対策の効果が確認される。

４－１ 主要渋滞箇所の効果確認結果

圏央道

開通済（圏央道）

既存事業の開通（完了）※状況

※既存事業の開通（完了）：主要渋滞箇所特定に用いた
データの取得年次（H23年）以降に開通した事業

主要渋滞箇所への影響が推察される事業

開通済（その他事業）

その他事業

柏尾戸塚線

開通時期：H27. 3



モニタリング等による検証・評価

� 最新の交通データに基づく渋滞状況の確認

� 実施した対策の効果について、道路利用者（バス・タクシー・トラック等運輸事業者、観光関係団体等）

の実感を確認

・一定期間選定要件以下 → 主要渋滞箇所の取り下げ(終了）

・対策終了後、一定期間選定要件以下 → 渋滞対策の終了

・対策終了後、選定要件以上 → 新たな渋滞対策の検討

・主要渋滞箇所以外の箇所が選定要件以上 → 主要渋滞箇所の追加

主要渋滞箇所の対策の立案

� 各主要渋滞箇所について、各道路管理者や警察が道路利用者の協力を得つつ詳細な検討する進め、具

体的な対策を立案

� 各主要渋滞箇所の対策の検討にあたっては、各道路管理者が渋滞状況、対策の方針、今後の対策案、対

策案の概要を整理

円滑な渋滞対策の実施を実現

� 各道路管理者が個別に立案した対策に基づき対

策を実施

� 他機関の実施施策等との連携・調整を図りながら

対策を実施

Ｐｌａｎ （計画）

渋滞対策・主要渋滞箇所の見直し

� 道路管理者が、モニタリング等による検証･評価を踏

まえ、渋滞対策と主要渋滞箇所の見直し案を作成

� 神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会において、渋

滞対策の確認及び主要渋滞箇所の見直しを議論

Do（実行）

Ｃｈｅｃｋ（評価）

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

Action

Plan

Do

Check

Ｐ･Ｄ･Ｃ･Ａサイクルの実現に
よる確実な渋滞対策の実施

対応方針の策定

４－２ 主要渋滞箇所の見直し
○神奈川県内411箇所の主要渋滞箇所については、渋滞対策により改善が見込まれるため、今後ど

のように扱っていくかを整理する必要がある。
○ＰＤＣＡサイクルに則り、検証した結果、渋滞対策の効果が確認される1箇所については、主要渋滞

箇所の見直し（解除）を検討する。
○なお、圏央道（相模原愛川ＩＣ～海老名ＩＣ）の開通効果がみられる8箇所については、相模原愛川IC

～高尾山IC間（Ｈ26.6）、寒川北IC～海老名JCT間（Ｈ27.3）の開通を踏まえて、次年度以降も最新
データによるモニタリングを継続し、主要渋滞箇所の見直し（解除）を検討するものとする。
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※第１３回神奈川県移動性（モビリティ）向上委員会資料をもとに作成

４ 渋滞対策箇所の効果確認

今回の見直し対象
・東海道



○開通区間概要

3
出典：平成27年１月２１日 横浜市記者発表資料より抜粋

○平成27年3月25日に戸塚アンダーパス（柏尾戸塚線）が開通し、主要渋滞箇所である戸塚大踏切
（東海道（戸塚区）踏切）の撤去が可能となったため、主要渋滞箇所の見直し（解除）を行う。

４ 渋滞対策箇所の効果確認

４－２ 主要渋滞箇所の見直し



○、平成26年6月28日に相模原愛川IC～高尾山IC間14.8km、平成27年3月8日に寒川北IC～海老名
JCT間4.3kmが開通。

４－３ 圏央道の開通による効果（開通区間概要）
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平成２６年６月２８日開通
延長14.8km

(相模原ICはH27.3.29開通)

平成２５年３月３０日開通
延長10.1km

平成２２年２月２７日開通
延長1.9km

平成２７年３月８日開通
延長4.3km

平成２５年４月１４日開通
延長5.1km

出典：平成27年３月２０日、５月２７日
横浜国道事務所記者発表資料より抜粋

○写真（海老名JCT付近）

○写真（相模原愛川IC～高尾山IC）

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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○開通区間に並行する八王子バイパスや国道129号の交通量は減少傾向。
○相模原愛川IC周辺（国道129号山際交差点）は交通量が増加傾向。

４－３ 圏央道の開通による効果（交通量の変化）
① 相模原愛川IC～高尾山IC

出典：平成27年５月２７日
横浜国道事務所記者発表資料より抜粋

※1 出典：国道交通省データ
(交通量調査)

【調査日】
開通前：平成２６年６月３日（火）

の日交通量
開通後：平成２６年１２月９日（火）

の日交通量

※2 出典：NEXCOデータ

開通前：平成２６年６月３日（火）
の日交通量

開通後：平成２６年１２月９日（火）
の日交通量

※3 出典：
開通前：首都高データ

（交通量調査)
開通後：国土交通省

（交通量調査）
【調査日】
開通前：平成２６年６月３日（火）

の日交通量
開通後：平成２６年１２月９日（火）

の日交通量

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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○開通区間に並行する国道129号の戸田、県道相模茅ヶ崎線の東河内で交通量および渋滞が減少して
おり、開通区間への転換が図られている。

○国道1号の城南および県道相模原茅ヶ崎線の柳島で交通量が増加。

４－３ 圏央道の開通による効果（交通量の変化）
② 寒川北IC～海老名JCT

出典：平成27年５月２７日
横浜国道事務所記者発表資料より抜粋

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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○開通区間に並行する国道１２９号の戸田交差点や県道相模原茅ヶ崎線の東河内交差点では交通量
が減少し、所要時間が短縮。

○開通区間に並行する細街路では、抜け道利用の大型車交通量が減少。

出典：平成27年５月２７日横浜国道事務所記者発表資料より抜粋

４－３ 圏央道の開通による効果（地域の交通状況の改善）

開通区間に並行する一般道の所要時間の変化

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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○沿線の相模原市内では物流企業や工場が立地するなど、民間投資が促進。
○新規求人数は平成23年より約３割増加し、新たな雇用を創出。

資料：平成27年５月２７日横浜国道事務所記者発表資料より抜粋

※グラフの企業立地数は、平成23年の
立地企業数を基準とした累積

４－３ 圏央道の開通による効果（ストック効果）

■相模原市内の企業⽴地※1(平成23年以降)
の推移と新規求人数※2の推移

■神奈川県内の企業⽴地状況

※1：企業立地は、「インベスト神奈川2ｎｄステップ(神奈川県)」にて設定された企業（平成26年11月11日時
点）と産業集積促進条例（STEP50）にて平成22年度以降に設定された企業

※2：用地情報の提供、立地に係る諸手続、人材確保育成支援、環境アセスメント相談等の各種サービスを
活用した企業など

※3：神奈川県労働局 神奈川県労働市場月報（平成23年1月～平成26年12月）より作成した相模原市内の
データ

海老名IC
～

相模原愛川IC
3月30日開通

相模原愛川IC
～

高尾山IC
6月28日開通

10

6

11

20

22,863

29,238

24,922

26,952

約3割増加

民間投資が促進

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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４－３ 圏央道の開通による効果（旅行速度の変化）
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圏央道
（寒川北IC～茅ヶ崎JCT）

H25.4.14開通

圏央道
（海老名JCT～寒川北IC）

H27.3.8開通

圏央道
（相模原愛川IC～海老名IC）

H25.3.30開通
圏央道

（高尾山IC～相模原愛川IC）
H26.6.28開通

塩
田
原

出典：プローブデータ(H24.7,H26.7)、ETC2.0プローブデータ(H27.7)

① 国道129号（上り）

○圏央道に並行する国道129号（橋本五差路～高浜台交差点）の旅行速度の経年変化を比較。
○妻田交差点周辺等で旅行速度の改善が見られる。
○相模原愛川IC～高尾山IC間（Ｈ26.6）、寒川北IC～海老名JCT間（Ｈ27.3）の開通を踏まえて、次年度

以降も最新データによるモニタリングを継続し、主要渋滞箇所の解除に向けた検討を実施予定。

４ 渋滞対策箇所の効果確認

最新データ（H26.1～H26.12）で基準値を上回る箇所のうち
事業による影響が推察される箇所
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４－３ 圏央道の開通による効果（旅行速度の変化）
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(H26.7平日平均)

＜海老名JCT～寒川北IC＞

H27.3に開通
(H27.7平日平均)

下り

出典：プローブデータ(H24.7,H26.7)、ETC2.0プローブデータ(H27.7)

② 国道129号（下り）

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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圏央道
（海老名JCT～寒川北IC）

H27.3.8開通

圏央道
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H25.3.30開通
圏央道
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○圏央道に並行する国道129号（橋本五差路～高浜台交差点）の旅行速度の経年変化を比較。
○相模原愛川IC～高尾山IC間（Ｈ26.6）、寒川北IC～海老名JCT間（Ｈ27.3）の開通を踏まえて、次年度

以降も最新データによるモニタリングを継続し、主要渋滞箇所の解除に向けた検討を実施予定。

最新データ（H26.1～H26.12）で基準値を上回る箇所のうち
事業による影響が推察される箇所
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４－４ その他事業による主要渋滞箇所の効果(国道357号（東京湾岸道路）根岸地区)

(2)

開通区間の概要
・開通区間 ：横浜市中区千鳥町～磯子区新磯子町
・開通日 ：平成26年3月31日（月）
・延長 ：約3.0ｋｍ
・車線数 ：4車線 11

○開通区間概要
《位置図》

《現地写真》 《標準横断図》

写真方向
交通量調査観測位置

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（区間）

(1)

○平成26年3月、国道357号根岸地区（横浜市中区千鳥町～磯子区新磯子町の約3.0ｋｍ）が開通。
○下り方向の旅行速度が改善し、昼間12時間の平均所要時間も短縮。上り方向も若干の減少傾向。
○次年度以降、最新データによるモニタリングを行い、主要渋滞箇所の解除に向けた検討を実施予定。
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出典：プローブデータ(H25.4 ,H26.4)

磯子署前～根岸不動下
（上り）
所要時間（12h平均）

区間延長=1.6km

区間延長=1.6km

磯子署前～根岸不動下
（下り）
所要時間（12h平均）

至
：磯
子
駅

約1分
（約20％）
短縮

プ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

入
口

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（区間）

八
幡
橋

根
岸
小
学
校
入
口

根
岸
駅
前

出典：平成26年6月23日 横浜国道事務所記者発表資料より抜粋

日
石
前

根
岸
不
動
下

４ 渋滞対策箇所の効果確認



○平成25年12月までに国道134号の高浜台交差点～虹ケ浜交差点までの約2.1ｋｍが開通。さらに、平
成27年3月に虹ケ浜交差点～西湘バイパス大磯東インターまでの約1.1ｋｍが開通。
○開通区間の旅行速度が改善し、昼間12時間の平均所要時間も短縮。
○次年度以降、最新データによるモニタリングを行い、主要渋滞箇所の解除に向けた検討を実施予定。
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４－４ その他事業による主要渋滞箇所の効果（国道134号(高浜台交差点～西湘BP大磯東インター））
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○開通区間概要

上り

下り

0～20km/h
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40km/h以上

データ欠損

12h平均

17時台
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11時台

9時台

7時台

12h平均

17時台

15時台

13時台

11時台

9時台

7時台

国土地理院の電子国土Webシステムから提供されたものである

（仮
称
）
大
磯
東
イ
ン
タ
ー

八
間
通
り
入
口

大磯駅入口～
平塚市・茅ヶ崎市境（上り）
所要時間（12h平均）

区間延長=5.4km

区間延長=5.4km

大磯駅入口～
平塚市・茅ヶ崎市境（下り）
所要時間（12h平均）

大
磯
駅
入
口

平
塚
市
・
茅
ヶ
崎
市
境

主要渋滞箇所（区間）の評価については、該当する区間全体を対象とした。

唐
ヶ
原

花
水
川
橋

扇
の
松
入
口

高
浜
台

出典：平成27年3月1日 神奈川県記者発表資料より抜粋

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（区間）

12h平均

17時台

15時台

13時台

11時台

9時台

7時台

開通前
(H24.4 平日平均)

開通前
(H24.4 平日平均)

12h平均

17時台

15時台

13時台

11時台

9時台

7時台

12h平均

17時台

15時台

13時台

11時台

9時台

7時台

12h平均

17時台

15時台

13時台

11時台

9時台

7時台

＜高浜台～虹ケ浜＞

＜高浜台～
仮)大磯東インター＞

＜高浜台～虹ケ浜＞

＜高浜台～
仮)大磯東インター＞

約4分
（約26％）
短縮

約2分
（約20％）
短縮

約1分
（約11％
短縮

約3分
（約28％）
短縮

虹
ケ
浜

＜高浜台～虹ケ浜＞
H25.12までに開通
(H26.4 平日平均)

＜虹ケ浜～仮)大磯東インター＞

H27.3に開通
(H27.4 平日平均)

＜高浜台～虹ケ浜＞
H25.12までに開通
(H26.4 平日平均)

＜虹ケ浜～仮)大磯東インター＞

H27.3に開通
(H27.4 平日平均)

出典：【開通前】プローブデータ(H24.4)、
【開通後】プローブデータ(H26.4) 、

ETC2.0プローブデータ(H27.4)

４ 渋滞対策箇所の効果確認



○平成27年3月までに、県道22号（横浜伊勢原）用田バイパス全線が4車線で開通。
○上り方向では、①(仮称)用田橋北側～用田交差点間の旅行速度が改善し、昼間12時間の平均所要

時間も短縮。上下方向ともに最大渋滞長が減少。
○次年度以降、最新データによるモニタリングを行い、主要渋滞箇所の解除に向けた検討を実施予定。
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４－４ その他事業による主要渋滞箇所の効果（県道22号(横浜伊勢原)用田バイパス）
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○開通区間概要

出典：平成27年3月31日 神奈川県記者発表資料より抜粋

開通前
(H26.4 
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上り

下り
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(H26.4 
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開通後
(H27.4 

平日平均)
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データ欠損
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国土地理院の電子国土Webシステムから提供されたものである

出典：【開通前】プローブデータ(H26.4)、【開通後】ETC2.0プローブデータ(H27.4)

用田橋北側～御所見小入口
（上り） 所要時間（12h平均）

区間延長=1.1km

区間延長=1.1km

至
：厚
木
市

約1分
（約37％）

短縮

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（区間）

（仮
称
）
用
田
橋
北
側

（仮
称
）
御
所
見
小
入
口

用田橋北側～御所見小入口
（下り） 所要時間（12h平均）

用
田

・開通日 ：平成27年3月31日（火）
・延長 ：約4.2ｋｍ（今回開通約0.8ｋｍ）
・車線数：4車線

【位置図】

①(仮称)用田橋北側～用田交差点間

４ 渋滞対策箇所の効果確認



４ 渋滞対策箇所の効果確認

＜参考＞ 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策
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○県道川崎府中線溝口交差点おいて、歩行者等と右左折車両の交錯による渋滞が発生。
○信号現示の工夫で、歩行者等と車両の錯綜を解消する信号機改良で、渋滞の緩和を期待。
○平成27年3月に対策実施

① 溝口交差点（川崎市高津区）

【対策効果】
・最大通過時間 １１分２秒⇒４分４５秒 ６分１７秒短縮
・最大渋滞長 ６５０ｍ⇒４５５ｍ １９５ｍ減少
※調査日：平成２７年５月１５日

○対策概要

出典：平成27年6月30日 川崎市報道発表資料より抜粋
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○国道16号の卸センター入口交差点（緑区長津田町地内）の信号撤去と中央分離帯設置を平成26年4
月16日に実施し、国道16号への右折・横断を禁止。

○上下方向ともに、卸センター入口交差点を先頭とする旅行速度の低下が改善し、昼間12時間の平均
所要時間も短縮。

４ 渋滞対策箇所の効果確認
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○開通区間概要（信号撤去） 開通前
(H25.5 

平日平均)

上り

下り

開通後
(H27.5 

平日平均)

開通前
(H25.5 

平日平均)

開通後
(H27.5 

平日平均)

0～20km/h

20～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

データ欠損

12h平均
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7時台
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国土地理院の電子国土Webシステムから提供されたものである

出典：【開通前】プローブデータ(H25.5)、【開通後】ETC2.0プローブデータ(H27.5)

東名入口～上川井インター
（上り） 所要時間（12h平均）

区間延長=2.2km

区間延長=2.2km

東名入口～上川井インター
（下り） 所要時間（12h平均）

至
：相
模
大
野
駅

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（区間）

卸
セ
ン
タ
ー

入
口

東
名
入
口

（仮
称
）
上
川
井

イ
ン
タ
ー

約4分
（約35％）
短縮

出典：平成26年4月10日 横浜市記者発表資料より抜粋

＜参考＞ 「道路を賢く使う」観点での渋滞対策
② 国道16号 卸センター入口交差点改良


